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山や田んぼに囲まれたのどかな東近

江市山上町にある110番動物園。京都

府警の警察官だった有城さんは04（平

成16）年の退職を機に、退職金をはた

いて東近江市に300坪の土地とトラッ

クを購入。廃材を利用して自分で動

物小屋を作り、06（平成18）年に動物

園を開園した。

動物園には「落とし物」

として警察に届けら

れたネコやイヌ、リ

クガメ、モルモット

など約40種類150匹

の動物が飼育されて

いる。中には耳を切られたウサギや接

着剤で目をふさがれたネコなど、人間

から虐待を受けた動物もいる。

また、全国各地の幼稚園や学校に出向

き、移動動物園を開いて命の大切さを

教えている。

有城さんが動物の保護活動を始めたの

は、警察官になったばかりのころ。初

めて交番に配属された日、小学生の女

の子がケガをしたキジバトを助けてほ

しいと有城さんのところにやって来た。

しかし、その時は動物に関する知識が

何もなく、子どもたちの目の前でキジ

バトを死なせてしまった。

申し訳ないという思いと自分の無力さ

を感じた有城さんは、休みの日を

利用して京都市動物園に通い、飼

育方法やケガの手当ての仕方を学んだ。

その間にも交番にはケガをしたり捨て

られたりした動物が持ち込まれてきた。

そして、そのほとんどが処分されてし

まう現実を知り、できる限り自分で助

けたいと考えるようになった。

有城さんは、交番に持ち込まれた動物

を自宅で飼い始め、その数はどんどん

増えて行った。給料のほとんどが動物

のエサ代に消えていったため、妻・繁

子さんのパート代で家計をやりくりし

なければならなかった。

家は動物であふれ、一家４人は台所で

生活するという有り様だった。

この状況を妻の繁子さんは理解してく

れたものの、思春期だった子どもたち

は口も利いてくれなかったという。そ

ればかりか、高校生で長女の加織さん

が動物アレルギーによる気管支ぜんそ

くで倒れてしまった。

「家族には不自由な思いをさせてしまっ

た」と有城さん。

しかし、加織さんも長男の秀春さんも

成人し、動物とのふれあいで喜ぶ子ど

もたちを目にする機会がふえると、有

城さんの活動を理解してくれるように

なった。有城さんは「娘や息子に理解

してもらえるようになったときは、本

当にうれしかった」と話す。

以来、20年間にわたって開いてきた移

動動物園は、今年の11月でちょうど

800回になった。有城さんは動物との

ふれあいの前に、必ず講話の時間を設

け、命の大切さと、自分の体験談を語

るようにしている。

「動物はいつか死んでしまいます。だ

から、ただ単にかわいがるだけでなく、

彼らの死と向き合うことが大切です。

そうすることで子どもたちも成長して

いきます。動物の力を借りて子どもた

ちの心を育てていきたいのです。動物

が幸せにならないで、人間だけが幸せ

になるなんてありえません」と語る有

城さんの言葉がとても印象的だった。

（取材・澤井）
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